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[研究目的]｠

｠ 干渉計を用いた位相コントラスト X 線画像は、生体組織を構成する H,C,N,O 等の低元素物質に対し、

非常に高感度で従来吸収法に比べて感度が約 1000 倍以上高い[1-2]。本研究では、大きな観察視野の確

保と、生体の放射熱による影響を抑制できる分離型 X 線干渉計を用いた撮像装置を構築[3,4]し、本撮

像手法を生体観察に適用するための研究[5]を行い、他の画像化装置（MRI）[6]との異同を検討した。S

型課題最終年度にあたり、画像収集及びデータ転送に時間がかる X線 CCD カメラの代わりに、高速デー

タ収集可能なカメラを用い、生きた生体試料のイメージングを行った。｠

[研究成果と考察]｠

｠ 高速 X 線カメラを用いた生きたマウス癌イメージング：新カメラは、オプティカルファイバーを利用

した撮像系（観察視野｠50mm｠x｠35mm,｠ピクセル数｠4096｠x｠2650）である[7]。本カメラにより、生きた

マウスの臀部に移植した大腸癌に対し、エタノール治療を行った前後の CT 画像を得た（図 1）。壊死部

と残存する腫瘍部位を弁別できる、ぶれの少ない鮮明な画像が得られた。したがって、高速 X線カメラ

の導入により、測定時間の短縮、被曝低減、被射体の動きによる画像のぶれの影響が低減された画像取

得可能な事が実験的に確認された。｠
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図 1.マウスに移植した大腸癌に
対しエタノールを投与した前後の
位相 X線 CT 像｠
｠ 低密度化した壊死部位が黒く描
出されている。右側面と下方では、
癌が筋皮膜を破壊して、皮膚に浸
潤しつつある。｠
（7 分撮影、200 投影、撮影エネ
ルギー｠35keV）｠


